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ご あ い さ つ
今年４月に島田労働基準監督署及び管内の県の出先機関等に新しく着任された所属長様

から今年度の重点施策や取組みなどについて寄稿していただきました。

島
田
労
働
基
準
監
督
署
長

　
内
藤 

匡
樹
　
氏

　
（
一
社
）
島
田
建
設
業
協
会
及
び
協
会
員
の
皆

様
方
に
は
、
日
頃
か
ら
労
働
基
準
行
政
の
推
進
に

格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

○
第
13
次
労
働
災
害
防
止
計
画

　

今
年
は
、
第
13
次
労
働
災
害
防
止
計
画
の
最
終

年
に
な
り
ま
す
。

　

目
標
は
、
平
成
29
年
の
数
値
と
比
較
し
て
令
和

４
年
度
ま
で
に
、
死
亡
災
害
に
つ
い
て
は
15
％
以

上
の
減
少
、

死
傷
災
害
に

つ
い
て
は

５
％
以
上
の

減
少
で
す
。

　

グ
ラ
フ
の

令
和
３
年
の

数
値
を
見
て

い
た
だ
き
ま

す
と
、
折
れ
線
グ
ラ
フ
の
死
傷
災
害
は
４
４
４
０

人
、
棒
グ
ラ
フ
の
死
亡
災
害
は
23
人
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

昨
年
、
県
内
の
建
設
業
で
は
10
人
の
方
が
労
働

災
害
に
遭
わ
れ
亡
く
な
り
ま
し
た
。
死
亡
災
害
ゼ

ロ
を
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

全
国
的
に
は
、
建
設
業
の
死
亡
災
害
は
２
８
３

人
（
令
和
４
年
３
月
速
報
値
）
で
、
過
去
最
少
で

あ
っ
た
前
年
同
期
よ
り
も
大
幅
に
増
加
し
て
お
り

ま
す
。
全
産
業
の
死
亡
災
害
の
う
ち
、
建
設
業
が

34
・
１
％
と
高
い
割
合
を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、

な
お
一
層
の
労
働
災
害
防
止
対
策
の
推
進
が
求
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
、
建
設
業
の
死
亡
災
害
件
数
の
中
で
４
割

以
上
の
高
い
割
合
を
占
め
て
い
る
の
が
「
墜
落
・

転
落
」
災
害
で
す
。
足
場
に
お
け
る
「
よ
り
安
全

な
措
置
」へ
の
取
組
に
つ
い
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、建
設
業
の
死
傷
災
害
に
お
け
る
「
墜
落
・

転
落
」
災
害
の
約
３
割
を
占
め
る
の
が
、
は
し
ご

等
か
ら
の
墜
落
・
転
落
で
す
。

　

今
一
度
、
は
し
ご
や
脚
立
か
ら
の
墜
落
・
転
落

防
止
措
置
の
徹
底
、
適
切
な
保
護
帽
の
着
用
の
確

認
に
つ
い
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
人
生
100
年
時
代
と
建
設
業
の
働
き
方
改
革

　
「
人
生
100
年
時
代
」
と
言
わ
れ
、
建
設
業
に
お
い

て
も
高
年
齢
の
方
が
多
く
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
方
々
が
長
年
建
設
現
場
で
培
っ
て

き
た
労
働
安
全
の
「
経
験
」
と
「
技
術
」
を
伝
承

し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
次
代
の
建
設
業
を
背
負
っ
て

い
く
若
者
に
入
社
し
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
入
社

し
た
若
者
が
離
職
せ
ず
、
定
着
し
て
も
ら
う
た
め

に
「
働
き
方
改
革
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
化
社
会
や
人
手
不
足
社
会
に
対
応

し
た
働
き
方
と
す
る
た
め
に
は
、
高
齢
者
や
女
性

に
と
っ
て
働
き
や
す
い
職
場
環
境
に
す
る
と
と
も

に
、
育
児
・
介
護
・
病
気
な
ど
を
抱
え
な
が
ら
仕

事
と
両
立
で
き
る
環
境
の
整
備
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
働
き
方
に
適
し
た
労
働

環
境
に
す
る
た
め
に
は
、
長
時
間
労
働
を
解
消
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

建
設
業
で
は
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
時
間
外

労
働
の
上
限
規
制
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

労
働
基
準
監
督
署
で
は
、
中
小
企
業
を
支
援
す

る
た
め
、「
労
働
時
間
相
談
・
支
援
班
」
と
い
う

も
の
を
置
い
て
お
り
、
違
反
の
指
摘
を
す
る
の
で

は
な
く
、
支
援
す
る
体
制
を
整
え
て
お
り
ま
す
。

　

是
非
、
お
声
か
け
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
貴
協
会
及
び
協
会
員
の
皆
様
方
の

益
々
の
ご
発
展
と
ご
健
勝
、
労
働
災
害
ゼ
ロ
を
祈

念
し
て
結
び
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

［
前
職
］
静
岡
労
働
局
（
雇
用
環
境
改
善
・
均
等
室
）
監
理
官
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交
通
基
盤
部
理
事
兼

　
島
田
土
木
事
務
所
長

　
天
野 
重
男
　
氏

○
今
年
度
の
重
要
な
取
り
組
み

　

静
岡
県
交
通
基
盤
部
で
は
、
令
和
４
年
３
月
に
、

県
土
づ
く
り
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
方
向
性
を
示
す

「
美
し
い
ふ
じ
の
く
に
イ
ン
フ
ラ
ビ
ジ
ョ
ン
」
を

新
た
に
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
「
安
全
・
安
心
」「
活
力
・
交
流
」「
環

境
・
景
観
」
の
３
つ
の
各
分
野
に
加
え
、
社
会
情

勢
の
変
化
と
し
て
イ
ン
パ
ク
ト
が
大
き
い
、「
デ

ジ
タ
ル
革
命
の
加
速
」
と
「
グ
リ
ー
ン
社
会
の
実

現
に
向
け
た
動
き
」
に
対
応
す
る
施
策
が
新
た
に

位
置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
安
全
・
安
心
」
の
分
野
で
は
、激
甚
化
・
頻
発
化
、

切
迫
す
る
自
然
災
害
へ
の
防
災
・
減
災
対
策
の
強

化
と
し
て
、
相
良
須
々
木
海
岸
の
防
潮
堤
や
坂
口

谷
川
の
水
門
整
備
に
よ
る
津
波
対
策
、
管
内
河
川

の
浚
渫
や
護
岸
整
備
に
よ
る
水
害
対
策
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、「
活
力
・
交
流
」
の
分
野
で
は
、
産
業

や
交
流
を
活
性
化
さ
せ
る
道
路
等
の
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
機
能
の
強
化
と
し
て
、「
陸
・
海
・
空
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」と
な
る
国
道
４
７
３
号
バ
イ
パ
ス（
金

谷
相
良
道
路
）
や
、
都
市
計
画
道
路
焼
津
広
幡
線

等
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

そ
し
て
、「
環
境
・
景
観
」
の
分
野
で
は
、
誰

に
も
や
さ
し
く
、
快
適
な
生
活
環
境
の
形
成
を
目

指
し
て
、
自
転
車
走
行
空
間
の
整
備
な
ど
を
進
め

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
各
分
野
に
共
通
す
る
取
組
と

し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
建
機
の
活
用
な
どi-C

onstruction

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

○
建
設
業
界
に
期
待
す
る
こ
と

　

建
設
産
業
は
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
や
維
持

管
理
を
通
じ
、
地
域
の
生
活
や
経
済
を
支
え
る
と

と
も
に
、
災
害
時
に
は
最
前
線
で
地
域
の
安
全
・

安
心
の
確
保
を
担
う

「
地
域
の
守
り
手
」
と

し
て
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
地
域
か
ら
の
大

き
な
期
待
を
背
負
っ
て

い
る
こ
と
を
誇
り
に
持

ち
つ
つ
、
持
続
的
な
発

展
が
重
要
で
す
。

　

一
方
で
、
人
口
減

少
・
少
子
高
齢
化
の
進

展
に
伴
い
、
建
設
産
業

は
、
従
事
者
の
高
齢
化

や
若
手
入
職
者
の
減
少
等
の
課
題
に
直
面
し
て
い

ま
す
。
持
続
的
な
建
設
産
業
を
継
続
し
て
い
く
た

め
に
は
、
担
い
手
の
確
保
・
育
成
が
不
可
欠
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
官
民
が
連
携
し
て
、
働
き
方
改
革

や
生
産
性
向
上
の
取
組
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

建
設
産
業
の
従
事
者
に
誇
り
や
働
き
が
い
を
も
た

ら
し
、
担
い
手
の
呼
び
込
み
や
定
着
に
つ
な
が
る

よ
う
、
イ
ン
フ
ラ
の
重
要
性
や
魅
力
を
広
く
発
信

す
る
こ
と
で
、
建
設
産
業
へ
の
理
解
促
進
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

　

社
会
イ
ン
フ
ラ
を
支
え
る
建
設
産
業
が
、
新
４

Ｋ
（
給
料
、
休
暇
、
希
望
、
き
れ
い
）
の
環
境
づ

く
り
を
実
現
さ
せ
、
夢
や
誇
り
の
も
て
る
魅
力
あ

る
産
業
に
発
展
す
る
よ
う
協
力
し
、
共
に
魅
力
あ

る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

国道473号　金谷相良道路Ⅱ　菊川の里大橋の完成

二級河川坂口谷川　水門整備（令和４年３月撮影）

［
前
職
］
企
業
局
参
事
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志
太
榛
原
農
林
事
務
所
長

　
乾 
正
嗣
　
氏

　

日
頃
、
県
の
農
業
、
農
地
・
土
地
改
良
、
森
林
・

林
業
行
政
に
多
大
な
る
御
支
援
と
御
協
力
を
い
た

だ
き
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
私
は
、
令
和

４
年
４
月
に
志
太
榛
原
農
林
事
務
所
の
赴
任
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
所
長
と
同
様
に
、
主
に
農
業

生
産
振
興
関
係
の
業
務
に
従
事
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。

○
今
年
度
の
重
点
方
針
や
今
後
の
取
り
組
み

　

県
は
、
本
年
度
か
ら
、
県
の
総
合
計
画
「
静
岡

県
の
新
ビ
ジ
ョ
ン　

後
期
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」

を
開
始
し
、
こ
の
計
画
と
一
体
的
に
施
策
を
推
進

す
る
分
野
別
計
画
と
し
て「
食
と
農
の
基
本
計
画
」

（
農
業
部
門
）、「
農
業
農
村
整
備
み
ら
い
プ
ラ
ン

２
０
２
２
―
２
０
２
５
」（
農
地
・
土
地
改
良
部

門
）、「
静
岡
県
森
林
共
生
基
本
計
画　

２
０
２
２

―
２
０
２
５
」（
森
林
・
林
業
部
門
）
を
作
成
し

ま
し
た
。
当
事
務
所
で
は
、志
太
榛
原
地
域
の「
地

域
計
画
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

取
組
の
一
部
を
紹
介
す
る
と
、
農
業
部
門
で
は
、

主
力
品
目
で
あ
る
「
お
茶
」
に
つ
い
て
、「
地
域
特

性
を
活
か
し
た
茶
生
産
体
制
の
再
構
築
と
持
続
可

能
な
経
営
体
の
育
成
」
を
目
指
し
て
効
率
的
・
持

続
的
な
農
地
利
用
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、農
地
・
土
地
改
良
部
門
に
お
い
て
は
、「
農

の
営
み
を
支
え
る
戦
略
的
な
生
産
基
盤
づ
く
り
」、

「
農
の
暮
ら
し
を
育
む
多
様
な
邑
づ
く
り
」
を
基

本
施
策
と
し
、
茶
園
等
の
基
盤
整
備
や
農
業
水
利

施
設
の
更
新
整
備
、
農
業
用
た
め
池
等
の
防
災
・

減
災
対
策
を
進
め
る
と
と
も
に
、
関
係
人
口
の
拡

大
に
取
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
森
林
・
林
業
部
門
で
は
、
森
林
資
源

の
循
環
利
用
を
担
う
林
業
・
木
材
産
業
に
よ
る
グ

リ
ー
ン
成
長
や
森
林
の
公
益
的
機
能
の
維
持
・
増

進
等
を
進
め
る
た
め
、
ト
ラ
ッ
ク
道
の
整
備
や
ド

ロ
ー
ン
、
航
空
レ
ー
ザ
ー
等
の
先
端
技
術
を
活
用

し
た
丸
太
搬
出
コ
ス
ト
の
縮
減
、
木
材
生
産
計
画

の
効
率
的
な
作
成
に
取
組
む
と
と
も
に
、
災
害
に

強
い
森
林
づ
く
り
に
取
組
ん
で
参
り
ま
す
。

○
建
設
業
界
に
期
待
す
る
こ
と

　

建
設
業
界
の
み
な
さ
ま
に
は
、
農
林
業
の
生
産

基
盤
や
地
域
住
民
の
安
全
な
生
活
を
支
え
る
工
事

な
ど
に
従
事
い
た
だ
き
、深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
ど
も
は
、
発
注
者
と
し
て
適
正
な
事
業
執
行

と
工
事
管
理
に
注
力
し
て
い
く
と
と
も
に
、
作
業

現
場
の
皆
さ
ん
と
の
信
頼
関
係
の
構
築
を
図
り
、

工
事
施
工
環
境
の
改
善
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

引
続
き
、
県
民
の
立
場
、
利
用
者
の
立
場
を
踏

ま
え
、
質
の
高
い
安
全
な
工
事
の
施
工
に
務
め
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

林道びく石大沢線（藤枝市西方）中山間地域における茶園の区画整理（瀬戸谷地区・藤枝市）

［
前
職
］
経
済
産
業
部 

農
芸
振
興
課
長
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焼
津
漁
港
管
理
事
務
所
長

　
東 
誠
司
　
氏

○
今
年
度
の
重
点
方
針
や
今
後
の
取
り
組
み

　

焼
津
漁
港
に
対
し
て
は
、
増
加
が
見
込
ま
れ
る

７
６
０
ト
ン
級
の
大
型
海
外
ま
き
網
船
な
ど
に
対

応
す
る
泊
地
・
係
留
施
設
や
高
度
衛
生
管
理
型
荷

捌
き
所
や
冷
蔵
施
設
の
周
辺
整
備
に
よ
る
競
争
力

の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
切
迫
す
る
南
海
ト
ラ
フ
等
の
地
震
・
津

波
の
被
害
軽
減
に
向
け
て
、
防
波
堤
の
耐
震
化
や

粘
り
強
い
構
造
化
を
行
う
と
と
も
に
、
大
型
化
・

激
甚
化
す
る
台
風
等
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、

防
波
堤
が
も
つ
防
波
機
能
の
強
化
を
向
上
さ
せ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
「
水
産
業
の
競
争
力
強
化
」

と
「
漁
業
地
域
の
強
靭
化
対
策
」
の
２
つ
を
事
業

目
的
と
す
る
新
た
な
「
特
定
漁
港
漁
場
整
備
事
業

計
画
」
を
令
和
４
年
度
を
初
年
度
と
し
て
事
業
期

間
10
ヵ
年
で
総
事
業
費
１
０
０
億
円
を
超
え
る
規

模
の
施
設
整
備
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
従
来
計
画
に
引
き
続
き
防
波
堤
の

粘
り
強
い
構
造
へ
の
改
良
工
事
を
進
め
る
と
と
も

に
、
胸
壁
の
整
備
、
水
門
の
検
討
並
び
に
津
波
防

災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
長
寿
命
化
対
策
等
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

〇
建
設
業
界
に
期
待
す
る
こ
と

　

社
会
イ
ン
フ
ラ
の
再
整
備
や
災
害
復
旧
な
ど
、

地
域
の
安
全
・
安
心
を
担
う
建
設
業
界
は
社
会
に

と
っ
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
で
す
。

　

東
京
オ
リ
・
パ
ラ
特
需
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
拡
大
や
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
り
、

燃
料
や
建
設
資
材
の
高
騰
な
ど
、
大
き
な
影
響
を

受
け
て
い
ま
す
。
一
方
、
コ
ロ
ナ
禍
で
建
設
業
界

に
も
大
き
な
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ)

の
推
進
で
す
。

　

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の
テ
レ
ワ
ー
ク
は
広
く

知
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
に
よ
り
、

よ
り
早
く
、
よ
り
高
度
に
、
よ
り
安
全
に
建
設
工

事
が
進
め
ら
れ
る
た
め
、
生
産
性
の
向
上
に
不
可

欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
受
発
注
者
に
と
っ
て
は
、
遠
隔
臨
場

の
導
入
は
現
場
へ
の
移
動
時
間
や
設
計
書
な
ど
の

携
行
物
の
大
幅
な
削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。
さ
ら

に
受
注
者
側
に
と
っ
て
は
、
３
次
元
地
形
デ
ー
タ

を
取
り
込
ん
で
い
れ
ば
、
提
案
（
協
議
）
す
る
構

造
設
計
図
を
画
面
上
で
重
ね
て
表
示
し
、
構
造
や

寸
法
を
確
認
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
再
測

量
や
検
討
待
ち
で
現
場
を
無
駄
に
止
め
る
こ
と
な

く
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
事
例
を
経
験
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
公
共
事
業
に
お
い
て
は
、
イ
ン
フ
ラ
の

多
く
に
再
整
備
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

大
規
模
自
然
災
害
が
い
つ
や
っ
て
く
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　
（
一
社
）
島
田
建
設
業
協
会
の
経
営
者
や
ご
担

当
者
の
み
な
さ
ま
、
さ
ら
な
る
Ｄ
Ｘ
化
の
導
入
を

ご
検
討
い
た
だ
き
、
魅
力
あ
る
産
業
へ
の
持
続
的

な
発
展
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

概要平面図

胸壁の整備

防波堤の粘り強い構造への改良

［
前
職
］
浜
松
土
木
事
務
所 

天
竜
支
局
長
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御
前
崎
港
管
理
事
務
所
長

　
平
井 

一
彰
　
氏

［
前
職
］
交
通
基
盤
部
都
市
計
画
課
長

○
今
年
度
の
重
点
方
針
や
今
後
の
取
り
組
み

　
「
重
要
港
湾
」
の
御
前
崎
港
、「
地
方
港
湾
」
の

相
良
港
及
び
榛
原
港
の
３
港
を
管
理
す
る
当
事
務

所
で
は
、
大
規
模
災
害
等
か
ら
県
民
の
生
命
と
財

産
を
守
る
津
波
対
策
施
設
な
ど
の
整
備
を
す
す
め

る
と
と
も
に
、
長
寿
命
化
対
策
を
行
い
な
が
ら
、

港
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
す
る
た
め
の
港
湾
施
設

の
整
備
や
維
持
管
理
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
か
で
も
、
国
際
海
上
輸
送
の
拠
点
で
あ
る
御

前
崎
港
は
、
背
後
圏
で
あ
る
県
中
西
部
地
域
の
自

動
車
関
連
産
業
を
は
じ
め
と
し
た
県
内
産
業
を
物

流
面
で
支
え
る
一
方
、
さ
ま
ざ
ま
な
マ
リ
ン
レ

ジ
ャ
ー
へ
の
利
用
や
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
な
ど
地

域
の
賑
わ
い
の
拠
点
に
も
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
は
全
世
界
的
な
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓
延
や
世
界
情
勢
の
不

安
定
化
等
に
よ
り
海
上
物
流
の
混
乱
に
加
え
、
ク

ル
ー
ズ
船
の
寄
港
や
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
な
ど
御
前

崎
港
に
も
少
な
か
ら
ず
影
響
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
な
か
に
あ
っ
て
、
大
規
模
災
害
発

生
時
に
は
緊
急
物
資
の
輸
送
拠
点
と
な
る
御
前
崎

港
で
は
、
胸
壁
等
津
波
対
策
施
設
の
整
備
に
つ
い

て
着
実
に
進
捗
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
併
せ
て

想
定
を
超
え
る
津
波
に
対
し
て
も
被
害
の
軽
減
を

図
る
た
め
国
直
轄
事
業
に
よ
る
防
波
堤
の
粘
り
強

い
構
造
化
も
進
め
、
複
合
的
な
津
波
対
策
に
よ
り

御
前
崎
港
の
強
靭
化
に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
港
内
の
西
埠
頭
で
は
、
２
０
２
３
年
夏
の

稼
働
を
予
定
し
て
い
る
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設
の

建
設
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
脱
炭
素
化

社
会
に
も
配
慮
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
拠
点
と

し
て
、
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
の
運
搬
船
受
け
入
れ
環

境
整
備
も
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

○
建
設
業
界
に
期
待
す
る
こ
と

　

建
設
産
業
は
、
人

口
減
少
や
少
子
高
齢

化
の
進
展
等
に
伴
う

就
業
者
の
減
少
が
進

行
す
る
な
か
で
気
候

変
動
に
よ
る
台
風
の

大
型
化
な
ど
の
災
害

リ
ス
ク
の
増
大
や
老

朽
化
し
た
土
木
施
設

の
急
速
な
増
加
が
見

込
ま
れ
る
な
ど
、
社

会
資
本
整
備
の
担
い

手
と
し
て
求
め
ら
れ

る
役
割
は
ま
す
ま
す

増
大
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
２
０
５
０
年

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
て
、
環
境
配
慮

型
資
機
材
の
活
用
な
ど
、
建
設
工
事
に
お
け
る
脱

炭
素
化
の
取
り
組
み
も
新
た
に
求
め
ら
れ
て
き
ま

す
。

　

今
後
、
こ
の
よ
う
な
環
境
の
変
化
や
社
会
的
な

要
請
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
官
民
が
連
携

し
て
、
働
き
方
改
革
に
よ
り
建
設
産
業
の
魅
力
を

高
め
て
担
い
手
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
高
度
通

信
技
術
や
新
技
術
新
工
法
を
積
極
的
に
活
用
し
、

建
設
現
場
の
生
産
性
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
建
設
業
界
の
皆
様
と
連
携
・
協
力

し
、
静
岡
県
建
設
産
業
ビ
ジ
ョ
ン
で
示
さ
れ
た
夢

や
誇
り
の
持
て
る
魅
力
あ
る
建
設
産
業
へ
の
転
換

に
向
け
て
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「防潮堤整備」や「防波堤の粘り強い構造化」等の
複合的な津波対策により強靭化が進む御前崎港

2021年で開港50周年を迎えた御前崎港と相良港、榛原港
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大
井
川
広
域
水
道
企
業
団
企
業
長

　
市
川 
敏
之
　
氏

　

静
岡
県
大
井
川
広
域
水
道
企
業
団
は
、
大
井
川

上
流
の
長
島
ダ
ム
を
水
源
と
し
て
大
井
川
下
流
域

の
４
市
10
町
（
現
在
は
島
田
市
、
焼
津
市
、
掛
川

市
、
藤
枝
市
、
御
前
崎
市
、
菊
川
市
及
び
牧
之
原

市
の
７
市
）
に
水
道
用
水
の
供
給
を
行
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
昭
和
52
年
２
月
に
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
昭
和
63
年
に
用
水
供
給
を
開
始
し
て
以
来
、

７
市
の
約
60
万
人
に
「
命
の
水
」
で
あ
る
安
全
な

水
道
水
を
安
定
供
給
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
水
道
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
を
見
渡
す

と
、
人
口
減
少
や
産
業
構
造
の
変
化
に
伴
う
水
需

要
の
減
少
に
よ
り
料
金
収
入
が
減
少
す
る
一
方
で
、

昨
年
和
歌
山
市
で
発
生
し
た
水
管
橋
の
崩
落
の
よ

う
な
事
故
を
避
け
る
た
め
に
も
水
道
施
設
の
老
朽

化
対
策
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
南
海

ト
ラ
フ
地
震
へ
の
備
え
と
し
て
速
や
か
な
施
設
の

耐
震
化
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
安
全
な
水
道
水

を
安
定
し
て
供
給
す
る
こ
と
を
使
命
と
す
る
水
道

事
業
に
と
っ
て
大
変
厳
し
い
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。

○
重
点
方
針
・
今
後
の
取
り
組
み

　

当
企
業
団
で
は
、
施
設
が
供
用
開
始
か
ら
既
に

34
年
を
経
過
し
、
管
路
の
耐
震
適
合
率
も
現
在

41
・
１
％
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
耐
用
年
数
を

迎
え
る
施
設
の
更
新
と
耐
震
化
に
計
画
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
為
、
将
来

の
方
向
性
（
ビ
ジ
ョ
ン
）、
当
面
10
年
間
の
取
組

方
針
（
経
営
戦
略
）、
取
組
の
具
体
的
な
方
策
と

財
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
経
営
計
画
）
を
骨
格
と
し

た
「
経
営
戦
略
２
０
１
９
」
を
平
成
30
年
度
に
策

定
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
老
朽
化
が
進
行
す
る

基
幹
施
設
や
管
路
を
中
心
と
し
た
施
設
更
新
と
そ

れ
に
関
連
す
る
耐
震
化
な
ど
の
課
題
へ
の
対
策
を
、

「
施
設
更
新
事
業
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て

位
置
付
け
、
総
合
的
か
つ
重
点
的
に
推
進
し
て
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
①
施
設
更
新
実
施
計
画
の

策
定
、
②
基
幹
施
設
の
耐
震
化
、
③
県
企
業
局
・

榛
南
水
道
と
の
統
合
、
④
官
民
連
携
導
入
の
検
討
、

⑤
料
金
体
系
の
検
討
の
５
項
目
を
取
組
の
柱
と
し

て
い
ま
す
。

　
「
経
営
戦
略
２
０
１
９
」
は
令
和
５
年
度
に
中

間
見
直
し
を
行
う
予
定
で
す
が
、
そ
れ
ま
で
に
上

記
①
～
⑤
の
項
目
に
つ
い
て
計
画
の
策
定
や
方
針

の
決
定
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

○
建
設
業
界
に
期
待
す
る
こ
と

　

建
設
業
界
の
皆
様
に
は
、
重
要
な
社
会
イ
ン
フ

ラ
で
あ
る
当
企
業
団
の
水
道
事
業
に
日
頃
か
ら
御

理
解
・
御
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
、
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
貴
協
会
と
は
、
発
災
時
に

一
刻
も
早
く
水
道
を
応
急
復
旧
さ
せ
る
た
め
の

「
災
害
時
に
お
け
る
応
急
対
策
業
務
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
誠
に
有

難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
引
き
続
き
、
水
道
事
業
を
は
じ
め
、

社
会
イ
ン
フ
ラ
を
支
え
る
地
域
の
担
い
手
と
し
て
、

地
域
の
安
全
安
心
を
守
る
べ
く
、
御
尽
力
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

右岸牧之原調整池相賀浄水場

［
前
職
］
静
岡
県
く
ら
し
・
環
境
部
長
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一般社団法人　島田建設業協会　新役員紹介
　役員の任期満了に伴い、令和４年５月１７日の定時総会において、（一社）島田建設業協会、建災防島田分会及び

島田地区建設事業協同組合の役員が選任されたので紹介いたします。

会　長　朝倉純夫
大河原建設㈱

副会長　山田壽久
㈱山田組

副会長　梶山　基
㈱梶山組

副会長　鈴木　徹
㈱鈴木土建

理事　橋本勝策
㈱橋本組

理事　岡村延昌
岡村建設工業㈱

理事　古川賢吾
フルカワクリエイト㈱

理事　山本利彦
㈱グロージオ

理事　紅林眞之
㈱丸　紅

理事　山岸　豊
山岸建設㈱

理事　原　廣太郎
㈱原小組

理事　菊池松巳
㈱柳澤組

理事　植田　進
㈱加藤組

理事　増田雄也
相良建設㈱

理事　大石真也
大石建設㈱

専務理事　原田久仁一
事務局長

監事　村松章典
㈱丸川組

監事　落合直人
㈱金谷工務店

監事　木村紘子
㈱木村組
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委員会名 総務委員会 広報委員会 労務委員会 土木・
建築委員会

環境･
災害対策委員会 安全委員会

建設業労働災害防止協会
災防委員会

県協会
役員 −

鈴木　　徹
㈱鈴木土建

紅林　眞之
㈱丸紅

−
梶山　　基
㈱梶山組

−
常任幹事
山本利彦
㈱グロージオ

担当
会長・副会長

山田　壽久
㈱山田組

鈴木　　徹
㈱鈴木土建

鈴木　　徹
㈱鈴木土建

朝倉　純夫
大河原建設㈱

梶山　　基
㈱梶山組

山田　壽久
㈱山田組

−

委員長 原　廣太郎
㈱原小組

古川　賢吾
フルカワクリエイト㈱

紅林　眞之
㈱丸紅

朝倉　純夫
大河原建設㈱

梶山　　基
㈱梶山組

山本　利彦
㈱グロージオ

山本　利彦
㈱グロージオ

副委員長 山岸　　豊
山岸建設㈱

三村　秀雄
三村建設㈱

本橋　孝洋
本橋建設㈱

村松　章典
㈱丸川組

増田　雄也
相良建設㈱

落合　直人
㈱金谷工務店

落合　直人
㈱金谷工務店

委　員 橋本　勝策
㈱橋本組

八木　利寛
佐藤建設㈱

塩澤　敏夫
㈱橋本組

橋本　勝策
㈱橋本組

岡村　一輝
岡村建設工業㈱

小泉　雄弘
㈱橋本組

小泉　雄弘
㈱橋本組

〃 岡村　延昌
岡村建設工業㈱

横井　秀明
㈱山田組

大石　　徹
㈱山田組

山田　壽久
㈱山田組

園田　晴義
㈱園田工務店

植田　　優　
木下建設工業㈱

植田　　優
木下建設工業㈱

〃 山田　壽久
㈱山田組

山本　利彦
㈱グロージオ

西川　　稔
角丸建設㈱

山本　利彦
㈱グロージオ

箸　　正直
㈱グロージオ

富永　英之
㈱原川土木

富永　英之
㈱原川土木

〃 村松　章典
㈱丸川組

大場　祐一郎
㈱エコワーク

伊藤　干城
㈱鈴竹

青島　英昭
興和建設㈱

天王沢　雄之
池村建設㈱

大石　　徹
㈱山田組

大石　　徹
㈱山田組

〃 朝倉　純夫
大河原建設㈱

中林　功徳
㈱中林建設

大石　真也
大石建設㈱

池田　　豊
大井建設㈱

下田　晴久
㈱特種東海フォレスト

小林　大介
㈱杉山工務店

小林　大介
㈱杉山工務店

〃 木村　紘子
㈱木村組

原　　王彦
㈱原小組

鈴木　淳二
徳山建設㈱

茂川　雅裕
マルキ建設㈱

高橋　浩司
高橋建設㈱

北村　泰士
㈱丸川組

北村　泰士
㈱丸川組

〃 植田　　進
㈱加藤組

大石　健仁
大石建設㈱

神田　優一
㈱神田組

増田　雄也
相良建設㈱

落合　由弥
大石建設㈱

青島　利浩　
大河原建設㈱

青島　利浩
大河原建設㈱

〃 鈴木　　徹
㈱鈴木土建

辻川　喜弘
㈱木村組

小塚　辰巳
小塚建設㈱

高須　良彦
㈱エコワーク

高須　良彦
㈱エコワーク

〃 菊池　松巳
㈱柳澤組

植田　　進
㈱加藤組

田﨑　弘幸
㈱田崎組

田﨑　弘幸
㈱田崎組

〃 神田　耕一郎
㈱神田組

紅林　昌生
㈱加藤組

紅林　昌生
㈱加藤組

〃 増田　　幹
相良建設㈱

増田　　幹
相良建設㈱

〃 八木　保之
共和建設㈱

八木　保之
共和建設㈱

〃 鈴木　丈昌
徳山建設㈱

鈴木　丈昌
徳山建設㈱

〃 菊池　　寛
㈱柳澤組

菊池　　寛
㈱柳澤組

令和４・５年度　（一社）島田建設業協会委員会  委員名簿 
任期：令和４年５月１７日～令和６年５月定時総会

※建災防災防委員任期
令和4年4月1日～令和6年3月31日
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◦  工事の概要  ◦

◦  新庁舎の機能・特徴など  ◦

工 事 名	 焼津市新庁舎建設工事
工事個所	 焼津市本町二丁目地内
工 　 期	 令和元年７月１日～令和５年３月10日（予定）
	 （新庁舎　令和３年９月21日開庁）
施 工 者	 建築工事：木内・橋本・木下特定ＪＶ
	 電気設備工事：朋電舎・富士電工・
	 焼津電設工業特定ＪＶ
	 空気調和設備工事：日管・青島・
	 日進特定ＪＶ
	 給排水衛生設備工事：エクノス・
	 青島ポンプ特定ＪＶ
発 注 者	 焼津市
庁舎概要	 延床面積：15404.32㎡
	 構　　造： 鉄骨鉄筋コンクリート造、
	 　　　　　一部鉄骨造
	 　　　　　８階建て、中間層免震構造

☆窓口部門の集中化
　市民課などの窓口部門を２階へ集中配置

☆ 災害対策
　免震構造の採用、執務室・主要な設備を２階以上に配
置、72時間以上稼働可能な非常用発電設備の設置、屋
上にホバリングスペースを設置

☆ ユニバーサルデザイン
　各階にバリアフリートイレ、１階玄関とバリアフリー
トイレに視覚障害者に対応した音声誘導設備、聴覚障害
者に緊急を知らせるフラッシュライトの設置、議場傍聴
席に難聴者に対応した設備（磁気ループ）の設置、１階・
２階に授乳室を設置ほか

☆ 市民が集う場の創出
　展示やイベントに活用できる海街ホールを１階に設置、
７階に展望ロビーを設置

☆ 省エネルギー対策
　照明はLEDを採用、太陽光発電設備（20kw）、井戸水
を空調の一部とトイレ洗浄水に利用ほか

☆ 感染症対策
　執務室の排気系統にCO2センサーを設置（設定した濃
度を上回ると機械換気を強める）、各窓口カウンターに
飛沫防止パネルを設置ほか

焼津市新庁舎建設工事

現　場　紹　介

新庁舎外観（南西側）

新庁舎外観（北側）

連絡通路（建設中）
本庁舎

立体駐車場（建設中）

全体完成イメージ
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静
岡
県
と
大
井
川
流
域
９
市
町
で
構
成
す
る
「
大
井
川
流
域
・

牧
之
原
大
茶
園
景
観
協
議
会
」
で
は
、
地
域
一
丸
と
な
っ
て
茶
園

景
観
の
形
成
や
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
島
田
市
阪
本
地
区

は
、
眼
下
に
大
井
川
が
流
れ
、
富
士
山
を
望
み
、
農
家
の
皆
さ
ん

が
手
塩
に
か
け
て
育
て
た
茶
園
の
畝
が
広
が
る
、
全
国
で
も
類
を

見
な
い
素
晴
ら
し
い
景
観
を
有
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
茶
園
景
観
の
取
り
組
み
の
一
環
と

し
て
、
１
月
８
日
㈯
に
県
交
通
基
盤
部
と

当
協
会
が
連
携
し
当
協
会
会
員
ら
約
40
人

が
参
加
し
て
、
県
道
島
田
吉
田
線
の
延
長

約
200
メ
ー
ト
ル
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
そ
の

美
し
い
茶
園
の
緑
が
さ
ら
に
引
き
立
つ
よ

う
景
観
色
（
白
色
→
グ
レ
ー
ベ
ー
ジ
ュ
）

に
塗
り
替
え
ま
し
た
。

官
民
連
携
修
景
モ
デ
ル
事
業
に

協
力
し
ま
し
た

令
和
４
年

新
年
賀
詞
交
歓
会
を

盛
大
に
開
催
し
ま
し
た

交
通
誘
導

安
全
講
習
会
に
参
加

　

１
月
12
日
㈬
に
藤
枝
市
の
ホ
テ
ル
オ
ー
レ
に

お
い
て
新
年
賀
詞
交
歓
会
を
開
催
し
、
井
林
辰

憲
衆
議
院
議
員
を
来
賓
に
迎
え
盛
大
に
新
年
を

祝
い
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
朝
倉
会
長
か
ら
は
、
熱
海
の
土
石
流

災
害
を
は
じ
め
と
す
る
災
害
の
激
甚
化
や
担
い

手
不
足
な
ど
、
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然

厳
し
い
状
況
だ
が
、
地
域
住
民
の
安
心
・
安
全

を
確
保
す
る
た
め
、
知
恵
を
出
し
合
っ
て
乗
り

越
え
て
い
き
た
い
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

二
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
賀
詞
交
歓
会
に
参

加
し
た
会
員
は
、
会
員
相
互
の
親
睦
や
情
報
を

交
換
す
る
機
会
と
な
り
、
有
意
義
な
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　

静
岡
県
交
通
基
盤
部
で
は
、
令
和
２
年
度
か

ら
公
共
工
事
の
円
滑
な
施
工
を
図
る
た
め
、
交

通
誘
導
員
の
確
保
が
困
難
で
、
交
通
の
安
全
上

支
障
が
な
い
場
合
に
は
、
自
家
警
備
を
試
行
的

に
導
入
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
を
受
け
、
静
岡
県
建
設
業
協
会
で
は
、

自
家
警
備
の
資
格
取
得
の
た
め
の
交
通
誘
導
安

全
講
習
会
を
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
１
月
13
日
、

14
日
に
静
岡
県
総
合
社
会
福
祉
会
館
（
シ
ズ

ウ
ェ
ル
）
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
習
会
に
は
、
県
中
東
部
地
区
の
三
島
・
富

士
・
清
水
・
静
岡
・
島
田
建
設
業
協
会
の
協
会

員
や
協
力
会
社
の
従
業
員
計
54
人
が
参
加
し
、

２
日
間
に
わ
た
っ
て
講
義
と
実
技
を
受
講
し
ま

し
た
。
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静
岡
県
で
は
、
土
木
の
魅
力
を
広
く
発
信
す
る
た
め
平
成

29
年
４
月
に
「
静
岡
ど
ぼ
く
ら
ぶ
」
を
立
ち
上
げ
、
建
設
産

業
の
担
い
手
の
確
保
・
育
成
や
土
木
の
仕
事
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
向
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
２
月
10
日
㈭
に
県
立
島

田
工
業
高
等
学
校
で
島
田
土
木
事
務
所
が
主
催
す
る
出
前
講

座
が
開
催
さ
れ
、
講
師
と
し
て
参
加
し
た
（
一
社
）
島
田
建

設
業
協
会
の
協
会
員
（
大
河
原
建
設
㈱
）
が
、
高
校
生
に
３

Ｄ
デ
ー
タ
作
成
や
ド
ロ
ー
ン
な
ど
最
新
の
Ｉ
Ｔ
Ｃ
技
術
体
験

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
（
一
社
）
島
田
建
設
業
協
会
、
建
災
防
島
田
分
会
は
、
３

月
15
日
㈫
に
令
和
３
年
度
第
２
回
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
朝
倉
会
長
は
「
地
域
の
建
設
業
が
継
続
的
に
発
展

し
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
新
し
い
地
域
の
創
り
手
と
し
て
の
役

割
を
務
め
ら
れ
る
よ
う
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
生
産
性

向
上
や
週
休
２
日
の
促
進
な
ど
、
担
い
手
確
保
の
た
め
に
も

建
設
業
界
の
魅
力
を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
働
き
方
改

革
の
加
速
化
な
ど
各
行
政
機
関
や
団
体
と
緊
密
な
連
携
を

図
っ
て
い
く
。」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
議
事
に
入
り
、
令
和
４
年
度
の
事
業
計
画
案
及

び
収
支
予
算
案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
15
日
㈫
の
第
２
回
総
会
後
に
静
岡
働
き
方
改
革
推
進

支
援
セ
ン
タ
ー
講
師
で
社
会
保
険
労
務
士
の
石
川
貴
広
様
を

講
師
と
し
て
働
き
方
改
革
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
講

師
か
ら
は
「
２
０
２
４
年
４
月
ま
で
に
考
え
て
お
き
た
い
３

つ
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
テ
ー
マ
に
、
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制

の
適
用
に
つ
い
て
他
の
会
社
の
取
組
み
実
例
も
交
え
て
お
話

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
静
岡
ど
ぼ
く
ら
ぶ
」
講
座
に

協
力
し
ま
し
た

令
和
４
年
度
の
事
業
計
画
、

収
支
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た

働
き
方
改
革
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
し
た
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「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
が
４
月
６
日
㈬
か
ら
４
月

15
日
㈮
ま
で
の
10
日
間
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
安
全
を　

つ
な
げ
て
広
げ
て　

事
故
ゼ
ロ
へ
」の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
も
と
、
当
協
会
も
地
域
と
連
携
し
て
こ
の
運
動
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
運
動

期
間
中
は
、
交
通
安
全

の
ぼ
り
旗
の
掲
示
や
、

交
通
安
全
の
呼
び
掛
け

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

建
災
防
島
田
分
会
は
、
４
月
19
日
㈫
に
島
田
市

の
「
大
井
神
社
」
に
お
い
て
、
安
全
祈
願
祭
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て
、

拝
殿
で
密
に
な
ら
な
い
よ
う
出
席
者
を
限
定
し
、

島
田
労
働
基
準
監
督
署
長
や
島
田
土
木
事
務
所
長

と
分
会
役
員
及
び
災
防
委
員
な
ど
21
名
が
1
年
間

の
無
事
故
無
災
害
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
（
一
社
）
島
田
建
設
業
協
会
及
び
建
災
防
島
田
分
会
並
び
に
島
田
地

区
建
設
事
業
協
同
組
合
は
、
５
月
17
日
㈫
に
島
田
建
設
業
会
館
会
議
室

に
お
い
て
、
令
和
４
年
度
第
１
回
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
朝
倉
会
長
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
や
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
り
、
景
気
の
下
揺
れ
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る
。

地
域
の
建
設
業
が
継
続
的
に
発
展
で
き
る
よ
う
、
担
い
手
確
保
・
育
成

の
た
め
、
職
場
環
境
の
整
備
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
挨
拶

し
ま
し
た
。

　

こ
の
後
議
案
審
議
に
入
り
、（
一
社
）
島
田
建
設
業
協
会
、
建
災
防

島
田
分
会
及
び
島
田
地
区
建
設
事
業
協
同
組
合
の
事
業
報
告
と
収
支
決

算
報
告
並
び
に
協
会
と

事
業
協
同
組
合
の
任
期

満
了
に
伴
う
役
員
の
選

任
案
な
ど
が
上
程
さ
れ
、

審
議
の
結
果
、
す
ベ
て

の
議
案
が
全
会
一
致
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

交
通
事
故
死

ゼ
ロ
を
目
指
し
て

無
事
故
無
災
害
を
願
っ
て
!!

安
全
祈
願
祭
を
開
催
し
ま
し
た

令
和
３
年
度
の
事
業
報
告
、

収
支
決
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
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永
年
に
わ
た
り
建
設
業
の
発
展
に
寄
与
し
た
会
社
ま

た
は
個
人
を
表
彰
す
る
（
一
社
）
全
国
建
設
業
協
会
長

表
彰
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
建
設
業
団
体
の
表
彰
受
賞

者
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
例
年
開
催
さ
れ
る
表
彰
式
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
中
止
と
な
り
ま
し
た

が
当
協
会
か
ら
も
多
数
の
会
社
及
び
個
人
が
受
賞
し
ま

し
た
。

全
国
建
設
業
協
会
長
表
彰
・
静
岡
県
建
設
業
協
会
長
表
彰
等
を

多
数
の
会
員
が
め
で
た
く
受
賞

　
（
一
社
）
全
国
建
設
業
協
会
長
賞
表
彰

　

２
条
２
号

　
　

木
村　

紘
一
（
㈱
木
村
組
）

　

２
条
４
号

　
　

友
田　

宏
義
（
㈱
友
田
組
）

　

５
条

　
　

石
間　

隆
一
（
岡
村
建
設
工
業
㈱
）

　
　

米
澤　

政
義
（
大
河
原
建
設
㈱
）

　
（
一
社
）
静
岡
県
建
設
業
協
会
長
賞
表
彰

　

２
条
４
号

　
　

高
橋　

浩
司
（
高
橋
建
設
㈱
）

　

４
条
５
号

　
　

大
河
原
建
設
㈱

　

５
条

　
　

遠
藤　

全
美
（
㈱
山
田
組
）

　
　

大
石　

達
哉
（
㈱
山
田
組
）

　
　

長
野　
　

隆
（
㈱
グ
ロ
ー
ジ
オ
）

　
　

村
松　

高
明
（
大
石
建
設
㈱
）

　
　

宮
内　

孝
志
（
木
下
建
設
工
業
㈱
）

　
　

西
井
戸　

眞
（
㈱
柳
澤
組
）

　
　

小
田
切
勝
志
（
㈱
柳
澤
組
）

　

第
38
回
（
一
社
）
静
岡
県
建
設
業
協
会

建
設
も
の
創
り
大
賞
表
彰

・
土
木
部
門
　
優
良
賞

　

大
河
原
建
設
㈱

　

令
和
元
年
度［
第
31
―
Ｄ
６
８
８
０
―
01
号
］（
国
）

４
７
３
号
橋
梁
改
築
（
地
域
連
携
２
Ａ
）
地
域
高

規
格
工
事
（
４
号
橋
Ａ
１
橋
台
工
）

・
土
木
部
門
　
優
良
賞

　

㈱
橋
本
組

　

令
和
元
年
度
［
第
31
―
Ｖ
１
４
１
０
―
01
号
］
焼

津
漁
港
水
産
物
流
基
盤
整
備
（
特
３
種
外
郭
）
小

川
南
防
波
堤
（
改
良
）
工
事
（
粘
り
強
い
対
策
工
）

　
（
一
社
）
全
国
中
小
建
設
業
協
会
長
表
彰

　

３
条
１
号
（
建
設
業
振
興
功
労
）

　

菊
池　

松
巳
（
㈱
柳
澤
組
）

　
（
一
社
）�

静
岡
県
建
設
産
業
団
体
連
合
会
長
表
彰

　

表
彰
状
２

　

大
場　

信
壽
（
㈱
大
場
組
）

　

５
月
31
日
㈫
に
国
土
交
通
省
浜
松
河
川
国
道
事
務
所
と
の
意
見

交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
会
で
は
、
今
年
度
の
事
業
概
要
や
総
合
評
価
落
札
方

式
の
賃
上
げ
加
点
措
置
な
ど
に
つ
い
て
同
事
務
所
か
ら
情
報
提
供

が
あ
り
、
協
会
か
ら
の
意
見
・
要
望
等
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し

ま
し
た
。

国
土
交
通
省

浜
松
河
川
国
道
事
務
所
と

意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
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　日頃より、建災防安全パトロール等の活動にご理解とご協力いただき誠にありがとうございます。

新型コロナウイルス感染症についても、次々と変異を繰り返す新型コロナウイルスは未だ衰えを見せず

世界中で猛威を奮っております。

　新型コロナウイルスの感染予防においては、今後も建設現場等の様態等を考慮した創意工夫を図りな

がら、感染予防に取り組むよう努めていくことが必要であります。

　さて、近年、大型台風、竜巻による風災害、豪雨、猛暑等による気象災害が、我々の生活の大きな脅

威となってきております。それらの自然災害を事前に予知し、被害を未然に防ぐことは困難です。悪天

候・異常気象等には事前の準備が最も大切となると思われます。

　また、これから熱中症が起こりやすい季節となります。熱中症予防のための様々な取組・工夫が建設

現場では実践されていることと思われます。従来からの熱中症予防行動の徹底（暑さを避ける・こまめ

に水分補給等）をして十分な対策を行いながら、熱中症予防にもこれまで以上に心掛けるように致しま

しょう。

　最後に、県内公共工事の一斉休工として取り組んでいる第２土曜日「ふじ丸デー」について、22年度

から第４土曜日も加えた月２回の一斉休工を目指すことが決定しています。休工日が増えることによる

課題やデメリットも考えられますが、どんな現場でも必ず安全面に配慮し、ゆっくり休めて、なおかつ

安全に仕事を進めることができるように、無事故無災害を目標に必ず目標を達成させるように頑張りま

しょう。　ご安全に。



静波サーフスタジアム
日本初の大型サーフィンプールとなり、約１００種類の安定した波を造り出す事が出来、初級者～エキスパートまで
幅広い層のお客様に満足いただける施設となってます。
（東京オリンピック日本代表チームとUSA代表チームの練習施設として使用されました。）

表
紙
解
説

令和３年度（令和４年1月～ 3月）
●総会
　令和３年度第２回総会	 ３月15日㈫　当協会
　　・令和４年度事業計画（案）について　ほか
●新年賀詞交歓会	 １月12日㈬　ホテルオーレ
●理事会
　第５回理事会	 １月12日㈬　ホテルオーレ
　　・役員等の改選について　ほか
　第６回理事会	 ３月15日㈫　当協会
　　・令和３年度第２回総会提出議案について　ほか
●正副会長会議
　第７回会議	 １月12日㈬　牧之原市内
　　・第５回理事会提出議案について　ほか
　第８回会議	 ２月８日㈫　当協会
　　・優秀施工者表彰候補者の選定について　ほか
　第９回会議	 ３月15日㈫　当協会
　　・第６回理事会提出議案について　ほか
●広報委員会
　広報誌163号発行	 １月初旬
●労務委員会
　働き方改革セミナー	 ３月15日㈫　当協会
●環境・災害対策委員会
　　・災害情報システムへの被災情報提供訓練
　島田土木事務所	 １月17日㈪　全会員
　御前崎港管理事務所	 １月17日㈪　関係会員
　　・道路啓開セミナー	 １月19日㈬　札の辻クロスホール
　　・県中部地域道路啓開検討会	 ３月１日㈫　WEB
　　・災害対策用機械操作訓練
　静岡国道事務所、静岡河川事務所主催
	 	 ３月３日㈭　安倍川河川敷
●委員長会議	 ２月８日㈫　当協会
　　・令和４年度事業計画（案）について　ほか
●建災防島田分会
　第２回災防委員会	 １月28日㈮　当協会
　　・令和４年度事業計画（案）について　ほか
●各種催事等
　官民連携修景モデル事業（静岡県交通基盤部との共催）
	 	 １月８日㈯　県道島田吉田線
　交通誘導安全講習会（県協会主催）
	 	 １月13日㈭～ 14日㈮
	 	 静岡県総合社会福祉会館（シズウェル）

令和４年度(令和４年４月～ )
●総会
　令和４年度第１回総会	 ５月17日㈫　当協会
　　・令和３年度事業報告について　ほか
●理事会
　第１回理事会	 ５月17日㈫　当協会
　　・総会議案の審議　ほか
●監査
　令和３年度監査	 ４月19日㈫　当協会
●正副会長会議
　第１回会議	 ４月19日㈫　大井神社
　　・今後の主要行事について　ほか
　第２回会議	 ５月17日㈫　当協会
　　・第１回役員会の議題について　ほか
●総務委員会
　春の交通安全県民運動への参加	 ４月６日㈬～ 15日㈮　全会員
●広報委員会
　第１回委員会	 ４月６日㈬　当協会
　　・164号の企画
　第２回委員会	 ６月３日㈮　藤枝市内
　　・164号の校正
●労務委員会
　第１回委員会	 ５月12日㈭　書面
　　・親子現場見学会について
●土木・建築委員会
　浜松河川国道事務所との意見交換会	 ５月31日㈫　当協会
●環境・災害対策委員会
　災害対策用機械操作訓練
　　・静岡国道事務所、静岡河川事務所主催
	 	 ５月19日㈭　安倍川河川敷
●建災防島田分会
　安全祈願祭	 ４月19日㈫　大井神社
　第１回災防委員会	 ５月11日㈬　当協会
　　・支部長安全表彰受賞候補者の推薦についてほか
　安全パトロール
　　・５月11日㈬　５地区
●今後の予定
　島田地区建設業労働災害防止安全大会
	 	 ７月６日㈬　夢づくり会館
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